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タ ー ザ ン ロ ー プ  （滑走系遊具） 

 

 

雑草の森は「自然とふれあい、自然と遊ぶ」ことをモットーと

しています。１0 月１７日にお目見えしたターザンロープも、自

然の中で子ども達の冒険心やチャレンジ意欲を満たす「本格的な

遊具」として特に設置したものです。 

もちろん安全性に十分配慮した設計となっていますが、使い方

を誤れば事故発生の危険性も秘めています。 

この手引きをよく読んで、子ども達が大好きなターザンロープ

を、宿泊や日帰利用の活動計画の中で安全かつ積極的にご利用く

ださい。 

 

特 徴 一般的なターザンロープ（滑走系遊具）は、概ね 6 歳から 12 歳の子ども達を対象として設置さ

れていますが、ここ雑草の森のターザンロープは、6 歳以下の幼児でも安全に利用できるように次のよ

うな改良を加えたものとなっています。 

 ●スタート台からの転落防止のため、階段を使わずスタート台に上がれるように改良しました。 

 ●利用者の体力に合わせ、吊下げロープを「立乗り式」から「腰掛け式」に改良しました。 

 ●利用者の体格に合わせ、吊下げロープの腰掛の「スタート台からの高さ」を低く設定しました。 

 ●利用者の体格に合わせ、吊下げロープの直径を「35㎜」から握り易い「25㎜」に変更しました。 

  

利用法 ここ雑草の森は「立田山憩の森(夏の森)」とも自由に往来できるため、宿泊や日帰利用の保育園

や団体ばかりでなく誰でも（休所日も）ターザンロープを使用できる環境にあります。また、来訪者が

ターザンロープを使うことで、利用園の活動プログラムに支障が生ずる場合があります。 

  ついては、利用者及び来訪者の事故防止のためターザンロープに鍵を付け、宿泊や日帰利用の保育園

や団体の引率責任者から「申出」(口頭で)があった場合にのみ開錠してご利用いただくこととします。 

 

お約束 ターザンロープを安全に使用するため、次のことをお守りください。 

１ ６歳児未満児が使用する場合は、大人（指導者）による指導や監視をお願いします。 

２ 滑走中はブランコのロープをしっかり掴み、落ちないように注意してください。 

３ ブランコには１人ずつ、腰掛けて乗ってください。 

４ 使用の順番を守り、スタート台から落ちないように注意してください。 

５ ターザンロープの下に入らないでください。 

６ 手すりや支柱に登らないでください。 

 

お願い ターザンロープは定期的に遊具業者による点検を行うほか、毎朝１回、センター職員が目視点検

をすることとしておりますが、利用中に「ワイヤーの傷み」や「吊下げロープの不具合」、「支柱や手す

りの破損」等を発見したときは、速やかに事務室までご連絡ください。 

  また、事故発生の場合は、ケガの大小にかかわらずご報告ください。今後の安全対策の参考とさせて

いただきます。 



 

ターザンロープ使用上の注意 

（お 約 束） 
 

１ ６歳児未満児が使用する場合は、大人（指導者）に

よる指導や監視をお願いします。 
 

２ 滑走中はブランコのロープをしっかり掴み、落ちな

いように注意してください。 

 

３ ブランコには１人ずつ、腰掛けて乗ってください。 
 

４ 使用の順番を守り、スタート台から落ちないように

注意してください。 
 

５ ターザンロープの下に入らないでください。 
 

６ 手すりや支柱に登らないでください。 
 

 

ターザンロープには、事故防止のため、チェーン鍵を

かけています。 

お手数ですが、使用したい方（引率責任者等）は、事

務室までご連絡ください。 
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